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学校教育に関するアンケートの結果から 

１月に生徒・保護者を対象に「学校教育に関するアンケート」を実施しました。

その結果の一部をお知らせします。 

 

 
 

 
 

 
 

  来年度もタブレットを有効に活用しながら、生徒の主体性を生かす場や、仲間と協

働する場を授業だけでなく教育活動全般で多く設けていくことで、来年度の学校努力

点の主題でもある「社会で生き抜く力」を育てていきます。今後とも本校の教育活動

へのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

質問 家庭で、学習を振り返ったり、自 

分の力を伸ばしたりするためにタブレッ 

トを活用している。 

→ タブレットの家庭での活用は、学級 

閉鎖などが続いた時期から増え始め 

 ました。今後もタブレットの家庭での活用をさらに進めて 

いきます。 

質問 授業の中でタブレットを活用する場面では、積極的 

に取り組むことができている。 

→ 肯定的な意見が９割以上を占めています。授業の中で 

タブレットを活用する時間が増え、子どもたちもタブレット 

の扱いに慣れ、前向きに取り組むことできています。 

質問 朝の検温や手洗い、マスクの着用 

など、新しい生活様式が習慣として身に 

付いている。 

→ ご家庭での継続的な取り組みなど 

もあり、昨年度より数値が上がっています。 
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